















































































































































































































































































































































排出している 排出してない 無回答 合計
金属くず 253(84.9) 23( 7.η 22( 7.4) 298(100) 
廃プラスチック 194(65.1) 75(25.2) 29( 9.7) 298(100) 
廃酸・廃アルカリ 75(25.2) 185(62.1) 38(12.8) 298(100) 
廃溶剤 123(41.3) 143(48.0) 32(10.7) 298(100) 





































リサイクル業処理・処分業自治体内で処自治体の処理・処 その他 合計者への売却 者への委託 理・処分 分施設への委託
金属くず 100(39.5) 133(52.6) 3( 1.2) 15( 5.9) 2( 0.8) 253(100) 
廃プラスチック 18( 9.3) 128(66.0) 5( 2.6) 40(20.6) 3( 1.5) 194(100) 
廃酸・廃アルカリ 5( 6.7) 56(74.η 8(10.η 5( 6.η 1( 1.3) 75(100) 
廃溶剤 13(10.6) 105(85.4) 3( 2.4) 1( 0.8) 1( 0.8) 123(100) 






自社用の処理・処分施設の設置 24( 8.1) 
表4 廃棄物の排出数と管理の実施状況( )内%
排出管理実施数
0個 1個 2個 3個 4個
廃棄物の数
1 46(64.8) 25(35.2) O(一) O(ー) O(ー)
2 61(58.1) 34(32.4) 4( 3.8) 6( 5.η O(一)
3 16(35.6) 18(40.0) 3( 6.η 4( 8.9) 3( 6.η 














































































表5 特別管理廃物の排出状況及び管理状況 (MA:平均選択数1.78)( )内%
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表6 製造段階における環境対策 (MA:平均選択数 1.42)( )内%
廃棄物の削減やリサイクル 130(43.6) 深夜電力の利用(エコアイスも含む) 16( 5.4) 
有害廃棄物の適正処理や管理 88(29.5) 二酸化炭素の排出抑制策 1l( 3.η 
省エネ型設備の導入 84(28.2) その他 1l( 3.7) 
環境負荷の少ない原材料の使用 58(19.5) 再生可能エネルギーの利用 1( 0.3) 
水の再利用・節水システム 22( 7.4) コ・ジ、ェネレー ションの利用 1( 0.3) 
表7 規模別にみた製造段階の環境対策実施数( )内%
製造段階の環境対策実施数
01固 1個 2個 3個 4個 5~7 個 合計
企業規模
19人以下 48(32.2) 63(42.3) 25(16.8) 1O( 6.7) 3( 2.0) O( -) 149(100) 
20~39人 15(22.7) 23(34.8) 18(27.3) 5( 7.6) 5( 7.6) O( -) 66(100) 
40~99人 6(14.6) 13(31.7) 15(36.6) 4( 9.8) 2( 4.9) 1( 2.4) 41(100) 
100人以上 7(17.0) 8(19.5) 8(19.5) 7(17.0) 2( 4.9) 9(22.0) 41(100) 
表8 廃棄物の排出数別にみた製造段階の環境対策実施数( )内%
製造段階の環境対策実施数
。個 1個 2個 3個 41回 5~7 個 合計
廃棄物排出数
。 1(20.0) 1(20.0) 2(40.0) 1(20.0) O(ー ) O( -) 5(100) 
1 5(45.5) 1( 9.1) 4(36.4) O(ー ) 1( 9.1) O(ー) 11(100) 
2 6(18‘8) 14(43.8) 9(28.1) 3( 9.4) 。(-) 。(一) 32(100) 
3 2(14.3) 3(21.4) 7(50.0) 1( 7.1) 1( 7.1) O( -) 14(100) 






















社中 7社ある。 2個以上実施になると、 19人以下
の企業では38社 (26%) 、 20~39人の企業ではお社
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表9 製品のライフサイクルにおける環境対策実施状況 (MA:平均選択数1.23)( )内%
梱包材の削減 152(51.0) 材料名の表示 25( 8.4) 
寿命の長い製品づくり 86(28.9) リサイクルしやすい製品づくり 19( 6.4) 
省エネ型製品の製造 58(19.5) 製品のライフサイクル・アセスメントによる 1O( 3.4) 
製品づくりにおける再生材原料の使用 30(10.1) 環境負荷低減
その他 4( 1.3) 
表10 規模別にみた製品のライフサイクルにおける環境対策実施数( )内%
製品のフイフサイクルにおける環境対策実施数
01固 1個 2個 3個 4個 5-7個 合計
企業規模
19人以下 49(32.9) 55(36.9) 35(23.5) 8( 5.4) 1( O.η 1( O.η 149(100) 
20-39人 18(27.3) 28(42.4) 13(19.η 5( 7.6) 2( 3.0) 。(ー) 66(100) 
40-99人 7(17.0) 16(39.0) 13(31.7) 5(12.2) O(ー) O( -) 41(100) 
100人以上 8(19.5) 12(29.3) 8(19.5) 4( 9.8) 3( 7.3) 6(14.6) 41(100) 
表11 廃棄物の排出数別にみた製品のライフサイクルにおける環境対策実施数( )内%
製品のフイフサイクルにおける環境対策実施数
01固 11固 2個 3個 4個 合計
廃棄物排出数
O 1(20.0) 2(40.0) 2(40.0) O(一) O(一) 5(100) 
1 。(-) 8(72η 2(18.2) 1( 9.1) O(一) 11(100) 
2 8(25.0) 10(31.3) 9(28.1) 5(15.6) O(一) 32(100) 
3 3(21.4) 4σ8.6) 4(28.6) 3σ1.4) O(ー) 14(100) 
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300人以上の質の異なる大手企業が含まれるため、
対策の実施数が多くなるのは当然である。むしろ

























表12 社内外の活動における環境対策実施状況 (MA:平均選択数2.07)( )内%
休憩時間中の機器の電源切断 211(70.8) 環境対策や製品の情報公開 18( 6.0) 
使用済み用紙の回収・再資源化 140(47.0) 低公害車両の導入 18( 6.0) 
従業員への環境教育や講習 65(21.8) 環境対策技術の開発 18( 6.0) 
他企業と協力した環境対策の実施 53(17.8) 環境保護団体や地域の環境活動の支援 12( 4.0) 
社内向けの環境規定の整備 46(15.4) エコ・ビジネスの展開 9( 3.0) 
環境担当役員の配置 23( 7.η その他 4( 1.3) 
表13 規模別にみた社内外の活動における環境対策実施数( )内%
社内外の活動における環境対策実施数
O個 1個 2個 3個 4個 5~9 個 合計
企業規模
19人以下 24(16.1) 60(40.3) 37(24.8) 18(12.1) 5( 3.4) 5( 3.4) 149(100) I 
20~39人 8(12.1) 19(28.8) 18(27.3) 11(16.7) 8(12.1) 2( 3.0) 66(100) 
40~99人 4( 9.8) 10(24.4) 13(31.η 6(14.6) 5(12.2) 3( 7.3) 41(100) I 
100人以上 4( 9.8) 5(12.2) 8(19.5) 4( 9.8) 4( 9.8) 16(39.0) 41(100) 
表14 廃棄物の排出数別にみた社内外の活動における環境対策実施数( )内%
社内外の活動における環境対策実施数
O 個 1個 2個 3個 4個 5~7 個 合計
廃棄物排出数。 1(20.0) O(ー) 3(60.0) O( -) 1(20.0) O(ー) 5(100) 
l 4(36.4) 3(27.3) 4(36.4) O(ー) O( -) O(一) 11(100) 
2 1( 3.1) 9(28.1) 12(37.5) 5(15.6) 4(12.5) 1( 3.1) 32(100) 
3 1( 7η 3(23.1) 1( 7.η 4(30.8) 3α3.1) 1( 7.7) 13(100) 
4 2( 9.1) 5(22.η 4(18.2) 6(27.3) 4(18.2) l( 4.5) 22(100) 
注:ここでは20人以上99人以下の企業のみを取り上げた


























































































































































































Extended Producer Responsibility (拡大製造者責任)， Administration of Industrial Waste 
(産業廃棄物管理)， Environmental Action with Care (環境配慮行動)， Environmental 
Measures (環境対策)
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町 TheEnvironmental Action with Care Based on Extended Producer Responsibility: 
The Environrnental Policy of Companies in Japan( 4) 
Manami Horihata* 
*Graduate Student， Tokyo Metropolitan University 
Co悦pγ'ehensiveU.γbαn Studies， No.73， 2000， pp.39-52 
This paper is intended as an investigation of the environmental action with care in the electri-
cal appliance industry. In addition， this paper deal with the situation of waste discharge. The indus-
trial waste has provoked a great deal of controversy.官tequestion which we must consider is the 
consciousness of a discharge side in吐uspaper.
In the first place， this paper take up the social context that introduce a extended producer 
responsibility. Over the past few years a considerable number of studies have been made on 
extended producer responsibility by a field of economics and law. However， ithas never been 
examined in sociological field. 
In the second place， this paper deal with date collected by the business company survey in 
1999. The date show that the business company whom recognize waste discharge回kethe environ-
mental action with care beyond the sphere of compulsory. 
官lefindings of this survey can adnut of a interpretation that recognition of discharge promote 
the environmental action with care by the company. 
